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研究成果の概要（和文）：妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保を目指し，妊産婦のストレ

スを適切に評価できる指標を検討した。その結果，妊娠前半期の Sense of Coherence（以下 SOC）

の低さや血清中分泌型免疫グロブリン A（以下 s-IgA）の低さが切迫早産や妊娠期・産後におけ

るうつ傾向と関連していたことが明らかとなった。すなわち SOC や s-IgA は妊産婦の健康に影

響するストレスを妊娠早期に適切に評価できる指標と示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the stress evaluation 
index for the safety and pleasure of pregnancy and childbirth. This was a panel study 
conducted on women in their first and latter half of pregnancy and one month after the 
delivery. The women enrolled in the study were asked to complete the survey questionnaire 
and provide blood samples for the determinations of physiological indicators. We found 
that low serum secretory immunoglobulin A (s-IgA) levels and low sense of coherence (SOC) 
scores in the first half of pregnancy were associated with threatened premature birth 
and depression. Our results suggest that serum s-IgA and SOC are significant stress 
evaluation index.  
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１．研究開始当初の背景 

 
妊娠期は非妊娠期と異なる心理状態とな

り，不安や心配事などのストレスを抱えるこ
とがある。また少子化や核家族化により，乳
幼児に接する経験がないまま親となり，身近
に相談相手がいなくて，妊娠・出産・育児に
不安やストレスを感じる妊婦や産後うつ状

態になる産婦も存在する。このような社会現
象のなか，厚生労働省の健やか親子 21 では
４つの課題を取り上げているが，その課題の
うち，「妊娠・出産に関する安全性と快適さ
の確保と不妊への支援」において，産後うつ
病の発生率減少や妊娠・出産について満足し
ている者の割合の目標値を 100%としている。 
ストレスが妊娠経過に及ぼす影響につい
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て，妊娠中のストレスは病的な状態を招く一
因となり得ると報告されている (Backstrom 
MB, 1983）。また，多くの研究者によって妊
娠中の心理社会的ストレスは流産や早産の
リスクを高める要因の一つといわれている。
しかし流早産の原因が多岐にわたることや
ストレス反応は個々人によって異なること
から，その関連を明確にした研究は少ない。
また，心理社会的ストレスは主観的なもので
あるため，個人のストレス認知やストレス対
処能力によってもストレス反応は異なって
くる。そこで近年では，客観的なストレス評
価指標として生理学的指標に着目した研究
が行われており，その一例として最新の研究
報告ではストレスホルモンが関連している
のではないかとの報告がある（Janet W,2005）。
しかし，ストレスホルモンが妊婦の生体に及
ぼすメカニズムの詳細についてはまだ不明
な点もあり，研究課題は残されている。 

研究代表者は平成 16～18 年度科学研究費
補助金若手研究（B）の助成を受け，妊婦を
対象とし，心理社会的ストレスと早産発生率
の関連について研究を行った（関塚，2006）。
また，産褥婦を対象として，出産満足度と産
後の心身の健康の関連について調査し，出産
満足度が低いと心身ともに悪影響があるこ
とを明らかにした（関塚，2005）。 

以上のことより，ストレスが妊娠経過や出
産後の心身へ影響を及ぼす，すなわち妊娠・
出産に関する安全性と快適さを脅かしてい
ることは多くの研究者によって明らかにさ
れていることである。従って，妊産婦のスト
レスを適切に評価しストレスが高い対象を
ケアすることで，病的な心身状態に至らない
ようにすることは，母性衛生向上のために重
要な課題であると考えた。 
 
２．研究の目的 

 
本プロジェクトでは研究期間内に以下の 2

点を明らかにすることを目的とした。 
（１）妊産婦のストレスを適切に評価できる
指標の開発  
（２）ストレスが高い女性に対するケア指針
の考案 

 
３．研究の方法 
 
（１）妊産婦のストレスを適切に評価できる
指標の開発 
①学会参加による情報収集および過去の
研究結果から調査項目（質問紙，生理学的
指標）を設定した。 
②妊娠期から産後1ヶ月までの期間に質問
紙調査と生理学的指標によるストレス評
価を継続的に行った。 
③ストレス状態と妊娠経過や妊娠期・産後

における精神的健康の関連について分析
した。 

（２）ストレスが高い女性に対するケア指針
の考案 
①（１）の結果から臨床的に有用なストレ
ス評価指標を提示した。 
②ケア提供者側からの見解（有用性や使用
時期）を含め検討した。 

 
４．研究成果 
 
（１）妊産婦のストレスを適切に評価できる
指標の開発 
①妊婦のストレス状態と妊娠期・産後にお
ける精神的健康の関連 
妊娠前半期・妊娠後半期・産後にSense of 

Coherence 日本語版（以下 SOC）と Zung の
自己評価式抑うつ尺度日本語版（以下うつ
尺度）を含んだ質問紙調査と，ストレス状
態を客観的に評価する指標として血清中
分泌型免疫グロブリン A（serum secretory 
immunoglobulin A：以下 s-IgA）を測定し
た。その結果，妊娠前半期の SOC 低値群や
s-IgA 低値群では，それぞれ高値群に比較
して妊娠期のうつ尺度得点が高かった
(N=48：p<0.01, p<0.05）。 
また，産後1か月のEdinburgh Postnatal 

Depression Scale得点に影響する因子とし
て，妊娠前半期の SOC が抽出され，SOC が
低いことと産後うつの関連が示唆された
（N=238：p<0.05）。 
 
②妊婦のストレス状態と妊娠経過の関連  
妊娠前半期，妊娠後半期に SOC を含んだ

質問紙調査と s-IgA の測定を行い，妊婦の
年齢・出産歴・喫煙状況・過去の流早産の
既往，妊娠前半期のストレス認知度，SOC，
s-IgA と妊娠後半期の妊娠経過（切迫早産）
との関連を多変量解析で分析した。その結
果，切迫早産を予測する因子として，妊娠
前半期の SOCや s-IgAが低いことが抽出さ
れた(N=72：p<0.01, p<0.05)。従って，妊
娠前半期の SOCや s-IgAがその後の妊娠経
過を予測する因子となり得ることが示唆
された。 
以上の研究成果より，妊娠前半期の SOC

や s-IgAと妊産婦の健康の関連が明らかに
なったことから，SOC や s-IgA は妊産婦の
健康に影響するストレスを妊娠早期に適
切に評価できる指標と示唆された。 
 
③SOC によるストレス評価の臨床での実用
性の検討 
②までの結果より，SOC の低さや s-IgA

の低さと切迫早産の関連は明らかになっ
たが，サンプルサイズが小さいことによる
限界や，生理学的指標は客観的なストレス



 

 

評価が可能であるという利点に反して，臨
床における有用性という点では課題が残
された。そこで対象者を増やし調査を行っ
た。 

妊娠経過に影響する因子を分析するた
め，ロジスティック分析で妊娠経過を従属
変数，年齢，出産歴，喫煙習慣，過去の妊
娠における流早産の既往，SPS，SOC を独立
変数とし分析した結果，妊娠経過に影響し
ていたのは SOC であり，SOC 得点が低いこ
とと切迫早産が関連していた（N=151：p < 
0.001）。 
また，切迫早産に対する SOC（< 60）の

感度は69.2％，特異度は69.8％であった。 
SOC 得点が低いことと切迫早産が関連し

ていたことや，切迫早産に対する SOC のカ
ットオフポイントが明らかになったこと
から，SOC を妊娠前半期に把握することで
切迫早産のリスクがある妊婦を早期にス
クリーニングできる可能性が示唆された。 

 
④妊産婦のストレスを適切に評価できる
指標の有用性の集約 

妊娠前半期の SOCは妊娠経過や産後 1か
月の精神的健康状態と関連があったこと
から SOC の有用性を集約した。これまでの
研究結果から，妊娠前半期のSOCを把握し，
ストレス対処能力が低い妊婦に対してケ
アすることで，厚生労働省の健やか親子 21
の課題のひとつである「妊娠・出産に関す
る安全性と快適さの確保」や「産後うつ病
の発生率減少」に貢献できる可能性が示唆
された。また周産期におけるメンタルサポ
ートとして，妊娠中からのかかわりの重要
性が注目されてきていることや産後うつ
病のリスクがある女性を早期に発見し対
処することが必要といわれていることか
らも本プロジェクト結果はその重要性の
根拠を示した点で意義があるといえる。 
 

（２）ストレスが高い女性に対するケア指針
の考案 

SOC の臨床での実用可能性について，ケ
ア提供者側からの見解を含め検討した結
果，13 項目で構成された質問紙での回答で
あり，非侵襲的で簡便に使用できる指標と
して実際に臨床で使用できる可能性が示
唆された。妊娠早期の妊婦健康診査で使用
することで，SOC が低い対象を早期から継
続的にフォローしていける可能性はある
が，具体的なケアシステムを構築していく
こととケアの有効性の検証については今
後の研究課題である。 
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